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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://www.town.shoo.lg.jp/museum/

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ休 館 日：10／1・8・9・15・22・29〜31 休 館 日：10／1・8・9・15・22・25・29

開園時間　9：00〜17：00
休 園 日　毎週火曜日

電話番号　３８−１２３４
ホームページ　http://www.alis-nv.com

10月21日㈰
9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

10月21日㈰
9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品、衣類や日用品、
おもちゃなど各種ありますよ。
新鮮な農産物や特産加工品、衣類や日用品、
おもちゃなど各種ありますよ。
連絡先：朝　市　　　　連絡先：朝　市　　　　　 ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　☎086-944-8215　フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　☎086-944-8215　
連絡先：朝　市　　　　　 ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　☎086-944-8215　

ファーマーズ朝市の出店者を募集していま
す。自家菜園の野菜や果物などを、直接お
客さんとの会話を楽しみながら販売してみ
ませんか？出店料は車１台分が500円で
す。希望される人は事前にお申し込みくだ
さい。（☎３８－１２３４）
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す。希望される人は事前にお申し込みくだ
さい。（☎３８－１２３４）
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「津波をこえたひまわりさん
小さな連絡船で大島を救った菅原進」

（今関信子 文／佼成出版社）
東日本大震災によって､大

きな被害を受けた宮城県の大
島｡

震災後の孤立から大島を
救ったのは､小さな連絡船｢ひ
まわり｣でした。この「ひま
わり」は宮城県の気仙沼港と
大島を４０年以上ほとんど毎日
往復しつづけ、大島の島民の

足として活躍してきました。震災後の唯一の交通手
段となり、島のみんなのために尽くす菅原さんの姿
を通して､今なお、震災の爪あとが残る島の復興への
道のりをたどる１冊です。

・「楽しいこといっぱい６５」

（栗原はるみ 著／扶桑社）
・「冥土めぐり」（鹿島田真希 著／河出書房新社）
・「全身がん政治家」（与謝野馨 著／文藝春秋）

・「かいけつゾロリのメカメカ大さくせん」

（原ゆたか 作・絵／ポプラ社）
・「ぷちぷちまめこ」

（川北亮司 作・相野谷由起 絵／岩崎書店）
・「おおかみこどもの雨と雪（角川アニメ絵本）」

（細田守 原作・ワダヒトミ ノベライズ／
角川書店）

◆おはなしたいむ
絵本と紙芝居のおはなし会を行っています。皆さ

まのご来館をお待ちしています。
・日　時：１０月２７日（土）

１１時〜 ３０分程度
・場　所：勝央図書館　おはなしコーナー
・対　象：乳幼児〜小学生

◆開館１０周年記念！8月1日（水）から図書館サービス
が拡大し、貸出冊数と貸出範囲が広がりました。

・貸出冊数：１人１０冊まで
・貸出範囲：県北地域にお住まいの人（勝央町・津

山市・美作市・真庭市・奈義町・久米
南町・美咲町・鏡野町・西粟倉村・新
庄村）または勝央町に通勤・通学の人

※登録には必ず身分証明書が必要です。（運転免許
証・保険証など）

児 童 書

一 般 書

【特別展示室】

・特別展　作州のシャーロック・ホームズ（前期）

（〜１０月２８日）

【展示室】

・『名探偵コナン』

「青山剛昌の名探偵図鑑」にみる探偵たち（前期）

（〜１０月２８日）

【町民ギャラリー１】入場無料

・きんときコドモ絵画展（〜１０月１４日）

・第３５回瀬戸内版画展（１０月２１日〜２８日）

第３５回瀬戸内版画展

岡山県内で精力的に活躍する版画家の集団「瀬戸

内版画会」のメンバーによる作品展。１９７８年、初代

会長の木村政夫氏により版芸術をより多くの地域の

人々に紹介するため、

瀬戸内在住の版画家の

結集を目指し結成され

ました。版を使うとい

う表現手段だけ一致し

ている集団で、手法も

木版、シルクスクリー

ン、リトグラフ、エッ

チング、孔版、紙版と

多彩で、各人が自由に

表現していくことを理

念に掲げ、作品を発表

し続けています。岡山

天神山文化プラザから

の巡回で、３５回を迎

える今年は、木版、紙

版、孔版など３０点あ

まりを一堂に展示し、

さまざまな版画の魅力

をお楽しみください。

勝央町文化祭展示準備のため、１０月２９日（月）か

ら１１月２日（金）まで閉館します。

《ポニーの赤ちゃんが生まれました》
９月８日午前３時ごろ、

ふれあい動物園にいるポ
ニーのシロが元気な赤ちゃ
んを生みました

その後も順調にすくすく
育っています。とっても可
愛い赤ちゃんポニーにぜひ
一度、会いに来てください
ね！

《体験学習》
ノースヴィレッジでは楽

しい体験学習ができす。ご
家族、お友だち、遠足や団体行事などでお越しの際は、
ぜひお立ち寄りください。
○アイスクリームづくり体験
○シャーベットづくり体験
○バターづくり体験
○パンづくり体験（要予約制）

《ロッジでお鍋もできます》
１０月から新しく「ロッジ宿泊鍋プラン」がご利用い

ただけます！美味しい鍋を囲んで過ごすロッジは最高
ですよ！
○よせ鍋……………１人前１，５００円
○しゃぶしゃぶ……１人前１，５００円
○モツ鍋……………１人前２，０００円
○すき焼き…………１人前２，０００円
○カニすき…………１人前２，５００円

全てうどん、またはご飯がつきます。

《カフェ＆ベーカリー「イイネ！」》
秋のシーズン、そろそろ

焼きたてパンやコーヒーの
美味しい季節になってきま
した。店内でのご飲食はも
ちろん、テイクアウトもで
きます。

美味しいサンドを片手に、園内をお散歩なんていう
のもいいですね！

《お弁当＆オードブル受付中》
紅葉のシーズン、園内でピクニックというお客さま

も多いかと思います。そんなお客さまのためにノース
ヴィレッジでは、お弁当やオードブルもご用意します。

お弁当などは５００円から。
ご予算や内容はインフォメーションまでお気軽にご

相談ください。
※料金は税込価格です。

１０月になり、紅葉の季節がやってきました。日ごと

に色づく木々が、秋を楽しませてくれます。ノース

ヴィレッジでもモミジバフウやツツジ、ブルーベリー

の葉が園路を秋色に染めてくれます。ウォーキングや

遠足などにもピッタリの季節をノースヴィレッジで

ゆっくり過ごしてみるのはいかがですか？

また、園内のレストランやカフェ、宿泊施設も季節

に応じたサービスをご用意していますので、ぜひご家

族やお友だちと遊びに来てください。

藤井みつる＜ポピー＞２０１１年／
木版多色刷／３５．２㎝×１７．０㎝
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※時間は変更になる場合があります。　※貸館によるイベントについては、主催者にお問い合わせください。

勝央町教育委員会教育振興部　☎３８−１７５３問

19

ボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワーク 勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。
勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。

美作国建国1300年記念・
第10回おかやま県民文化祭

地域フェスティバル協賛
勝央町健康づくりフェスティバル

「いのちの山河　日本の青空Ⅱ」
【日　時】 １１月１８日（日）

開場１３：３０ 開演１４：００
【入場料】 無料

※入場整理券はありませんので、
鑑賞ご希望の人は、直接お越
しください。

【内　容】 「豪雪・多病・貧困」という大き
な問題を抱えていた岩手県の山あ
いの小さな村「沢内村」が、生命
の尊重の信念を掲げ、憲法第25条
を盾に、当時、健康法違反であっ
た老人と乳児の医療無料化に踏み
切ります。全国で最悪だった乳児
死亡率を、全国初の死亡率“ゼロ”
に塗り替え、“生命行政”を実現
した沢内村の村民たちの奮闘の
日々を記録した映画です。加藤剛、
長谷川初範、とよた真帆、小林綾
子ほか豪華キャスト。

【問い合わせ先】
勝央町税務住民部　☎３８−３１１５
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︶粘りに粘って勝利した足柄小学校の児童たち

Japan has such varied and amazing landscape, as well as rich tradition and
culture; so last month during my summer vacation I decide to see, experience
and taste as much as Japanese has to offer.

My wife and I started off in Kobe. I have a great passion for food and have
always wanted to try Kobe beef.  I wasn't disappointed, as I have never tasted
such a delicious meat. We stayed in a capsule hotel which was quite an experi-
ence in itself and I actually had a very good nights sleep; very 'cosy'.

In Nagoya we saw a Sumo tournament for the first time. I found the Sumo fas-
cinating and the atmosphere in the stadium was spectacular.

Being in Osaka was interesting as I've lived in a big city for many years before
coming to Japan, so it was nice to be in the hustle and bustle of the bright lights
for a few days. We ate the local Takoyaki and Okonomiyaki, drank frozen beer
and shopped until the sun set.

In Hiroshima we visited the various museums and monuments commemorat-
ing the dropping of the A-bomb on Japan. I found it very emotionally moving,
and while sometimes shocking, I feel its an important piece of history that
must be told. We also visited the nearby Miyajima and saw the 'floating' Torii of
Itsukushima-jinja, many deer and an absolutely breath-taking view from the
top of the mountain that I could have watched for hours.

My wife being from Okinawa, we also spent some time there with her family.
We saw the 'Festival of 10,000 Eisa', a parade down Kokusaidori of 10,000 Eisa
dancers. I enjoy seeing Eisa dancing and in London my wife used to dance it for
various Okinawa events in the city. We also got to see fish of varying colours,
shapes and sizes at the Churaumi Aquarium.

I have travelled a lot in my life and for that I am lucky, but Japan is some-
where that will forever continue to surprise, interest and amaze me.

Coming back to Shoo was an odd feel, as even though I've only lived here for 5
months it really felt like 'home' to me. In English we have a phrase “Home is
where the heart is.” And Shoo has a lot of heart to give. And even though I've
seen these wonderful places, I'm happy to live here in Shoo.
Keep studying.

John

日本にはたくさんの素晴らしい景色や伝統文化があり、私は先月、長い夏休みを
利用して、できるだけ多くのことを満喫しようと思いました。まずは妻と神戸へ。
私は食べることが好きで、念願だった神戸牛は期待を裏切らず、あんなに美味しい
お肉は今まで食べたことがありません。カプセルホテルは経験として泊まってみて
よかったし、“こじんまり”として意外とよく眠れました。

名古屋では初めての大相撲観戦をしました。相撲の奥深さと場内の雰囲気は素晴
らしかったです。

日本に来る前は長い間大きな街に住んでいたので、大阪に滞在した数日間、久し
ぶりに賑やかな街の喧噪を楽しむことができました。日が暮れるまで本場のたこ焼
きやお好み焼きを堪能し、屋台でフローズンビールを飲んだり買い物をしたりして
過ごしました。

広島では博物館や原爆に関する場所をいくつか見て回りました。感傷的になると
同時にいくつかの展示物には強い衝撃も受け、歴史を伝える大切な場所だと感じま
した。また、宮島にも足を運び、厳島神社の“水に浮かぶ鳥居”やたくさんの鹿、
山の頂上から眺める瀬戸内の息を飲むような景色は、何時間でも見ていたい風景で
した。

それから妻の実家のある沖縄でも家族と過ごす時間がありました。国際通りを埋
め尽くす「１万人のエイサー祭」。エイサーを見るのは好きで、私の妻はロンドンで
も沖縄観光のイベントでよくエイサーを踊っていました。ちゅら海水族館ではカラ
フルな魚、珍しい形の魚たちをたくさん見ることができました。

私はこれまでの人生でいろいろな所を旅してきましたが、日本はこれからもたく
さんの驚きや感動で私を魅了し続けると思います。長い旅の後に帰ってくる勝央町
は不思議な感じでした。たった５カ月しか住んでいなくてもやっぱり我が家に帰っ
て来たという感じがするのです。英語には「心ある場所が我家」という言い回しが
あります。たくさん旅をして素晴らしい場所を見て来ても、やっぱりここ勝央町に
住んでてよかったと思うのです。

勉強、頑張ってください。
ジョン バックリー

小山町ホームページアドレス　http://www.fuji-oyama.jp/
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勝
央
に
ほ
ん
ご
教
室
で
は
�

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
て
い

ま
す
�
発
足
し
て
２
年
半
に
な

り
�
今
ま
で
教
え
た
人
の
国
籍

は
�
中
国
�
ア
メ
リ
カ
�
フ
£

ジ
ü
�
韓
国
�
ニ
å
ü
ジ
ü
ラ

ン
ド
�
オ
ü
ス
ト
ラ
リ
ア
�

ジ
ã
マ
イ
カ
�
フ
£
リ
ピ
ン
�

イ
ギ
リ
ス
�
カ
ナ
ダ
で
す
�

ひ
ら
が
な
か
ら
日
本
語
能
力

試
験
１
級
受
験
ま
で
�
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
ん
な
人

に
も
対
応
し
ま
す
�
ボ
ラ
ン
テ
£
ア
不
足
な
ど
で
苦
闘
し

て
い
ま
す
�

学
習
者
か
ら
は
�﹁
お
も
し
ろ
い
話
が
聞
け
て
楽
し
い
﹂

﹁
毎
回
�
知
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
楽
し

い
�
休
憩
時
間
�
先
生
は
日
本
の
文
化
を
教
え
て
く
れ
る
﹂

﹁
先
生
は
�
ボ
ラ
ン
テ
£
ア
で
大
変
忙
し
い
の
に
�
時
間

を
つ
く
c
て
く
だ
さ
c
て
い
ま
す
�
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
﹂﹁
先
生
た
ち
は
親
切
で
す
�
新
し
い
こ
と
を
学
習

し
�
友
だ
ち
も
で
き
る
の
で
�
こ
こ
で
の
勉
強
が
大
好
き

で
す
﹂
と
い
c
た
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
�

ボ
ラ
ン
テ
£
ア
は
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
�
外
国
語
が

話
せ
な
い
人
で
も
大
丈
夫
で
す
�

▼
活
動
日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
１９
時
�
２０
時
３０
分

▼
活
動
場
所
　
公
民
館

▼
参

加

費
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
に
ほ
ん
ご
教
室
　
代
表
　

尾
朝
子

☎
０
８
０
ü
６
１
７
２
ü
２
５
３
４

勝
央
に
ほ
ん
ご
教
室



2012.10月号2012.10月号 2012.10月号 2012.10月号 2012.10月号2012.10月号 2021

勝

央

川

柳

社
　

兼
題「
列
」

部
会
紹
介
③

鶴
山
吟
友
会

　

小
矢
田
支
部

配
給
の
行
列
偲
び
今
至
福

有
国
寿
美
枝

陳
列
の
提
灯
見
つ
め
思
案
顔

安
藤
　
幹
夫

蟻
の
列
生
存
競
争
懸
命
に

古
和
　
絹
子

バ
ü
ゲ
ン
に
好
奇
に
踊
る
列
に
居
る


山
　
祐
之

惜
別
の
人
柄
偲
ぶ
長
い
列

古
山
は
つ
子

三
ツ
星
と
聞
け
ば
浮
か
れ
て
列
に
つ
き

古
山
　
禮
子

階
級
の
社
会
と
知
ら
ず
蟻
の
列

竹
久
　
信
勝

行
列
が
人
を
誘
う
か
長
い
列

山
名
　
昭
子

登
校
の
列
に
ひ
孫
の
笑
顔
み
る

赤
堀
　
綾
子

一
列
に
正
座
祈
り
を
深
く
す
る

檜
尾
　
絹
子

列
と
線
棚
田
の
唐
草
里
自
慢

平
井
　
好
子

ス
ト
レ
ス
を
消
し
に
列
し
て
グ
ル
メ
買
う

古
山
恵
美
子

五
時
丁
度
タ
イ
ム
カ
ü
ド
に
列
が
出
来

神
田
チ
ヨ
子

採
用
は
若
干
名
に
長
い
列

山
下
　
恵
子

列
に
な
り
年
に
一
度
の
検
診
車

横
林
　
和
子

紹
介
に
あ
た
り
�
宮
野
支
部
長
か
ら
次
の
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�﹁
支
部
結
成
は
�

２４
年
前
に
な
り
ま
す
�
初
め
は
吟
の
内
容
も
握
み

得
ず
�
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
に
た
だ
ひ
た
す
ら

力
ん
で
�
日
本
の
伝
統
の
芸
術
と
も
考
え
ず
�
今

に
し
て
そ
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
�
心

し
て
作
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
�
年
中
行
事
と
し
て
�
本
部

主
催
の
年
４
回
の
大
会
と
�
勝
央
町
文
化
祭
�
美
作
市
の
６
流
派
で
結
成

さ
れ
た
吟
剣
詩
舞
道
連
盟
の
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
�
こ
れ
ら
の
会
に

は
�
一
般
の
人
も
来
ら
れ
て
盛
り
上
が
り
を
見
て
お
り
�
心
地
良
い
緊
張

に
張
り
切
c
て
い
ま
す
﹂

以
上
�
支
部
活
動
に
つ
い
て
語
c
て
い
た
だ
き
�
７
月
２９
日
に
は
�
津

山
で
の
鶴
山
吟
友
会
夏
季
大
会
の
取
材
に
赴
き
ま
し
た
�
整
然
と
し
た
雰

囲
気
と
国
歌
斉
唱
に
は
郷
土
を
想
い
�
次
の
﹁
鶴
山
流
の
賦
﹂
の
合
吟
は

心
打
つ
も
の
を
感
じ
ま
し
た
�

小
矢
田
支
部
は
�
頼
山
陽
の
﹁
母
を
送
る
路
上
の
短
歌
﹂
を
堂
々
と
連

吟
さ
れ
�
そ
の
姿
に
会
員
の
方
々
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
た
瞬
間
に
感

動
し
ま
し
た
�︵

文
化
協
会
企
画
委
員
　
赤
木
耕
三

記
／
植
月
三
男

写
真
︶

勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ
◇美　野　丸尾　信一（亡妻　美智子）

◇植月中　植月　　均（亡父　正）
植月中老人クラブにも

◇為　本　岸本　洋子（亡父　巖）

◇河　原　森本　和昭（亡父　昭男）
南光荘にも

◇東吉田　植野　倫次（亡母　かめよ）
勝央福祉会にも

◇植月中　板倉　恒彦（亡母　壽子）
勝央苑、植月中老人クラブ、勝央町グラウ
ンドゴルフ協会植月支部にも

◇河　原　藤原　和男（亡父　市郎）

◇下町川　竹内　克儀（亡妻　美穗子）

◇田　井　鶴石　照男（亡母　子）
田井老人クラブにも

◇　岡　　青井　広忠（亡父　均）
岡老人クラブ、岡ふれあいの会にも

◇河　原　藤原　直治（亡母　興梠華子）
河原１〜４区、河原いちょうの会にも

◇　岡　　吹上　孝一（亡母　道子）

◇植月東　石川　　崇（亡母　知惠）

◇東吉田　権代　将人（亡父　稔）

◇勝田郡医師会　敬老会お祝い

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

し
ょ
う
お
う
発
掘
も
の
が
た
り

■
調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

国
道
３
７
４
号
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３８―

２
４
３
７

ス
リ
Ã
パ
を
折
り
曲
げ
た
よ
う

な
形
を
し
た
奇
妙
な
焼
き
物
︵
写

真
︶
を
�
皆
さ
ん
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
�

現
在
�
東
京
国
立
博
物
館
に
収

め
ら
れ
て
い
る
こ
の
焼
き
物
は
�

今
か
ら
４０
年
ほ
ど
前
�
勝
央
中
学

校
の
近
く
に
あ
c
た
古
墳
か
ら
掘

り
出
さ
れ
ま
し
た
�
高
さ
は
１９
㎝

ほ
ど
あ
り
�
表
面
に
は
波
形
の
文

様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
�
そ
の
後
�

出
土
場
所
の
発
掘
が
行
わ
れ
�
陶

棺
︵
焼
き
物
の
棺

ひ
つ
ぎ

︶
に
取
り
付
け

ら
れ
た
飾
り
と
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
�

こ
の
焼
き
物
が
つ
く
ら
れ
た
７

世
紀
︵
飛
鳥

あ
す
か

時
代
︶
に
は
仏
教
文

化
が
地
方
へ
と
広
が
り
�
こ
の
地

域
で
も
寺
院
が
相
次
い
で
建
立
さ

れ
ま
し
た
�
こ
の
焼
き
物
は
�
こ

う
し
た
寺
院
の
屋
根
の
上
に
火
災

除
け
の
ま
じ
な
い
と
し
て
あ
げ
ら

れ
た
鴟し

尾び

を
ま
ね
た
も
の
の
よ
う

で
�
家
形
を
し
た
棺
を
仏
堂
に
な

ぞ
ら
え
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
�

同
じ
よ
う
に
�
こ
の
時
期
に
つ

く
ら
れ
た
陶
棺
の
中
に
は
ハ
ス
の

花
や
つ
ぼ
み
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
が
あ
り
�
仏
教
と
い
う
新
来
の

文
化
に
あ
こ
が
れ
た
こ
の
地
の
有

力
者
が
葬
ら
れ
て
い
た
の
で
し
�

う
�

仏
堂
を
か
た
ど
る
ひ
つ
ぎ
棺

│
五ご

反た
ん

逧ざ
こ

古
墳
│鴟尾をまねた飾り

勝 央 工 業 団 地
Vol.19

従業員306人（うち町内67人）

企業紹介
東和薬品（株）岡山工場
東和薬品（株）は大阪府門真市に本社がある医

療用医薬品の製造・販売を行うジェネリック医

薬品の専業メーカーです。当社は昭和２６年に創

業し、昨年６月で６０周年を迎えました。

岡山工場は、当社の生産拠点として昭和５８年

に勝央中核工業団地に進出し、来年で３０年目を

迎えようとしております。同工場は年間２５億錠

の生産能力を有し、錠剤・カプセル剤・散顆粒

剤を製造する「量産技術工場」

として機能しております。

当社は現在、大阪工場、山

形工場と合わせて３工場体制

で生産を行っておりますが、

万一災害などでどこかの工場

が操業を停止した場合を想定

し、残りの２工場でバック

アップできる体制を構築中で

す。また、同工業団地内に建

設を進めておりました西日本

物流センターが完成し、東日

本物流センター（山形）と東

西で在庫確保ができること

で、さらなる安定供給体制が整いました。

東和薬品（株）は患者さんの治療費の経済的負

担や国の財政負担の軽減に貢献するジェネリッ

ク医薬品を普及させるため、服用しやすく、医

療現場でも扱いやすい付加価値製剤の研究開発

に注力し、優れたジェネリック医薬品をお届け

してまいります。

勝央町の目玉の１つ、勝央工業団地。どのよう

な企業が立地し、何をしている会社なのか、シ

リーズでご紹介します。

五反逧古墳の陶棺（間壁忠彦氏復元）

国民年金は２０歳から６０歳に到達す
るまでの年の間に国民年金保険料を納
めていただくことで満額の老齢基礎年
金を受給することができる制度です。

しかしこの間に、保険料を納められ
なかった場合や被保険者としての届出
を忘れたことで国民年金の資格期間が
ない場合は、将来の年金受給額が少な
くなったり、年金そのものが受給でき
なくなってしまうことがあります。そのような事態を
避けるために、平成２４年１０月１日から、国民年金保険
料を納めることができる期間を過去２年から１０年に延
長となる後納制度が始まります。具体的には、今年１０
月から平成１４年１０月分以降の納められなかった保険料
を納めることができるようになります。（注）

ただし、既に老齢基礎年金を受給している人や６５歳
以上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの人は、納め
ることができませんのでご注意ください。なお、後納
保険料を納付するためには、事前にお申し込みいただ
き、審査させていただくことになります。審査の結果、
後納制度による納付をご利用いただけない場合があり
ますので、ご注意ください。

後納制度に関する詳しい内容は、下記へお問い合わ
せください。

（注）後納保険料を納付できる期間は、平成２４年１０月
１日から平成２７年９月３０日までの３年間です。

問い合わせ先
国民年金保険料専用ダイヤル
☎０５７０−０１１−０５０
津山年金事務所
☎３１−２３６３

後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）の
納付開始のお知らせ

国
民
年
金

だ
よ
り



子育ての

ヒント
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未来 ち主役の
た

っ
赤
な
ト
マ
ト
の
大
収
穫

植
月
保
育
園

真

第

あ
と
が
き

51
回
全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
に
出
場

勝
間
田
高
校

８
月
１１
日
か
ら
�
福
井
県
で
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ü
ハ
イ
に
３
年
生
の
久
保
果

南
子
選
手
︵
作
東
中
出
身
︶�
２
年
生

の
西
川
小
依
選
手
︵
津
山
西
中
出
身
︶

の
ペ
ア
が
演
技
競
技
に
出
場
し
ま
し

た
�
演
技
競
技
と
は
�
コ
ü
ト
内
で
決

め
ら
れ
た
形
を
２
チ
ü
ム
が
同
時
に
３

本
行
い
�
５
人
の
審
判
が
旗
判
定
に
て

勝
敗
を
決
す
る
と
い
う
競
技
で
す
�
技

術
の
熟
練
度
を
高
め
�
最
終
的
に
ペ
ア

の
呼
吸
を
合
わ
せ
�
演
技
を
つ
く
り
上

げ
�
試
合
に
向
け
て
調
整
し
ま
し
た
�

今
年
度
は
�
予
選
リ
ü
グ
１
試
合
目
�

香
川
県
の
琴
平
高
︵
優
勝
チ
ü
ム
︶
と

の
対
戦
で
５
対
０
で
敗
戦
�
２
試
合
目

は
富
山
県
南
砺
福
野
高
校
と
の
対
戦
で
４
対
１

で
敗
戦
�
予
選
リ
ü
グ
敗
退
と
い
う
結
果
に
終

わ
c
て
し
ま
い
ま
し
た
�

選
手
は
�
イ
ン
タ
ü
ハ
イ
と
い
う
大
舞
台
を

経
験
し
�
さ
ら
な
る
目
標
を
持
ち
�
心
身
と
も

演技競技

と
の
う
れ
し
い
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
�

園
で
は
�
ケ
チ
ã
Ã
プ
を

つ
く
り
�
オ
ム
レ
ツ
に
か
け

た
り
�
ト
マ
ト
ピ
ザ
を
つ

く
c
た
り
し
ま
し
た
�
ト
マ

ト
ス
ü
プ
な
ど
�
お
や
つ
や

給
食
に
も
度
々
登
場
し
�
み

ん
な
﹁
お
い
し
い
�
お
い
し

い
﹂
と
大
好
評
で
し
た
�

小
さ
な
苗
を
植
え
�
水
や

り
や
草
取
り
を
行
い
�
育
て
�

収
穫
で
き
た
こ
と
は
�
子
ど

も
た
ち
に
働
く
こ
と
の
大
変

さ
�
世
話
を
す
る
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
を
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
�
と
て
も
よ
い
体
験

と
な
り
ま
し
た
�

努力はうそをあ
つかない

「○○の秋」と言われ、何をする
にも好季節で、努力次第で素晴らし
い結果が得られます。反面、「三日
坊主」「一夜づけ」など、望む結果
があまり得られないことも多々あり
ます。
「努力はうそをつかない！」北京
オリンピックの女子ソフトボール監
督だった宇津木妙子氏の言葉です。
歴代監督は男性でしたが、最初の女
性監督です。彼女は、基礎・基本の
繰り返しと、厳しい規律・練習のも
とに、エースの上野由岐子を擁し上
野の連投に次ぐ連投で、アメリカ
チームを破り、オリンピック史上、
最初で最後の金メダルチームの監督
となったのです。
宇津木監督の言葉のように、ス
ポーツだけでなく、全てにおいて共
通する言葉です。たゆまぬ努力が必
ず花開くときが来ます。いかに、天
才・秀才と言われる人物でも、不断
の努力なくしてよい結果は得られま
せん。好季節にしっかりと努力を！

（教育委員会）

いっぱい採れたよ　うれしいな！

年
長
組
さ
ん
た
ち
が
植
え

た
小
さ
な
ト
マ
ト
の
苗
が
立

派
に
育
ち
�
た
く
さ
ん
の
実

を
付
け
ま
し
た
�
自
分
た
ち

で
育
て
た
ト
マ
ト
の
収
穫

は
�
子
ど
も
た
ち
に
と
c
て

大
き
な
大
き
な
喜
び
で
し
た
�

収
穫
し
た
ト
マ
ト
を
家
に

持
ち
帰
り
�
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
の
食
卓
に
彩
ら
れ
�
会
話

も
弾
ん
だ
よ
う
で
す
�

﹁
お
じ
い
ち
�
ん
が
保
育

園
の
ト
マ
ト
は
特
別
お
い
し

い
言
よ
c
た
よ
﹂﹁
ト
マ
ト

嫌
い
で
し
た
が
�
園
か
ら
の

ト
マ
ト
は
�
お
い
し
そ
う
に

食
べ
�
び
c
く
り
し
ま
し
た
﹂

22

に
成
長
し
た
夏
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

ま
た
�
来
年
度
は
挑
戦
者
と
し
て
�
団
体
競
技

で
も
イ
ン
タ
ü
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
頑
張
c
て

い
き
た
い
と
思
c
て
い
ま
す
�

現
在
な
ぎ
な
た
部
は
�
高
校
か
ら
の
初
心
者

で
チ
ü
ム
を
結
成
し
て
い
ま
す
�
し
か
し
�
志

と
目
標
を
持
つ
こ
と
で
競
技
者
と
し
て
試
合
に

つ
な
が
る
チ
ã
ン
ス
も
あ
り
ま
す
�
ま
た
�
全

国
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
の
大
半
は
�

な
ぎ
な
た
経
験
者
が
上
位
を
占
め
て
い
る
の
も

現
状
で
す
�
地
域
ス
ポ
ü
ツ
の
あ
る
勝
央
町
で

な
ぎ
な
た
を
経
験
さ
れ
た
人
は
�
ぜ
ひ
な
ぎ
な

た
部
の
あ
る
勝
間
田
高
校
に
進
ま
れ
�
よ
り
充

実
し
た
環
境
の
中
で
�
高
い
レ
ベ
ル
の
指
導
と

と
も
に
大
会
出
場
と
今
以
上
の
達
成
感
を
得
る

た
め
に
一
緒
に
頑
張
り
ま
せ
ん
か
�

▼
表
紙
は
�
勝
央
中
学
校
体
育
祭
で
の
一

場
面
で
す
�
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
力
い
c
ぱ

い
駆
け
る
生
徒
た
ち
は
�
み
ん
な
真
剣
な

顔
つ
き
で
�
力
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
�

綱
引
き
や
大
縄
跳
び
�
リ
レ
ü
な
ど
�

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
チ
ü
ム
が
一
丸
と
な

り
�
全
員
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は

と
て
も
清
々
し
く
�
さ
わ
や
か
な
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
�

観
客
の
応
援
に
も
力
が
入
り
�
私
も
取

材
を
し
な
が
ら
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
�

▼
先
日
�
交
通
安
全
の

の
ぼ
り

を
町

内
に
立
て
ま
し
た
�
交
通
事
故
は
�
一
瞬

の
不
注
意
や
﹁
ち
�
c
と
だ
け
な
ら
﹂
な

ど
と
い
う
気
の
緩
み
か
ら
起
こ
り
ま
す
�

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ

う
�
一
人
ひ
と
り
が
十
分
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
�
私
も
し
c
か
り
交
通
安

全
に
気
を
つ
け
よ
う
と
�

の
ぼ
り

を

立
て
な
が
ら
�
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
�

▼
朝
夕
は
少
し
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
る
日
も

あ
り
�
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
�

身
体
の
た
め
に
﹁
ス
ポ
ü
ツ
の
秋
﹂�

感
性
を
磨
く
﹁
芸
術
の
秋
﹂�
読
ま
ず
に

た
ま
c
た
本
を
読
も
う
﹁
読
書
の
秋
﹂
&

決
心
す
る
も
の
の
�
な
か
な
か
実
行
で
き

ず
�
や
c
ぱ
り
得
意
な
﹁
食
欲
の
秋
﹂
と

な
り
そ
う
な
私
で
す
�︵
汗
︶

Ｌ

人　口１１，４９５人
（−１６）

男　５，５１１人
女　５，９８４人

世帯数 ４，３６２世帯
（−１０）

※（ ）内は前月比

世帯数
と

人 口
平成２４年９月１日現在

"2013年"は「美作の国 建国1300年」です
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